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レ-ザウラン濃縮の実用化のためには､分子法による場合､

(1)必要な性能を備えた赤外レ-ザの開発(Table 1):

(2) UFe分子ガスのガスダイナミック･エクスパンション(Fig-1)2)

(3)赤外レ-ザ光とuF6分子ガスの相互作用

に関する研究が不可欠であるとされている｡

上記(1)(2)(3)の中でも､とくに早急に開発の目途をつけることが要請されているのが､充分な出力

と波長分解能を有する赤外レ-ザである.このため､我々は､ 16/tm赤外域における高性能同調可

能レ-ザに関する研究をすすめてきた｡分子法によるレ-ザウラン濃縮の研究において､ 16/mi披

長域で充分な性能を有する赤外レ-ザの得られていないことが､現在､分子法による場合の最大の

ネックになっていると思われるからである3-5)すなわち､原子法によるレ-ザウラン濃縮の場合に

おける色素レーザに対応して､分子法の場合には､申赤外域の同調可能レ-ザが必要であると考え

られる｡

したがって､我々は､分子法によるウラン濃縮用赤外レ-ザの開発を念頭において､赤外域NH3

レ-ザ励起InS占SFR (Spin-Flip Raman )レ-ザの研究をすすめてきた5-w ( Fig.2)

現在､我々は､赤外域NH3レ-ザ励起用に､最高出力IOj/pulse､ Ipps.のTEA CO2レニザ(加

国､ Lumonics社　TEA-103-2型)を使用して､赤外域NH3レ-ザの高出力化と長波長化の研究を

おこなっており､すでに高出力12.97jum発振線を得ることができた｡また､最近では､ 12.97/anよ

りさらに長い波長域の13.27fxm発振線の高出化をも達成した( Table2) ｡

これら12.97pmないし13.27pm赤外域NH3レ-ザ発振線で､ InSb SFRレ-ザを励起すると､ 15.9

jum InSb SFRレ～ザを発振させるに必要な磁界の大きさは､それぞれ約7.9T(Tesla) ､約6.9Tで､

8T以下となり( Fig.3) ､ 15.9/tm発振線の高出力化が可能である｡

最高磁界8Tの超電導電磁石装置(古河電気工業㈱FSM-8050M66､スプリット･コイル型)を使

用して､上記の赤外域NH3レ-ザ励起によるInSb SFRレ-ザに関する研究を､我々は現在おこな

っている｡
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取fole 1 Specifications of the infrared laser

for molecular laser isotope separa-

tioli of UF. (Ref. 1).

近い将来　速い将来

ライン幅

繰返し速度

想定される周波放

<0.03cm~　　<0.03耶~l

lpps zOOpps

628± 1 Ci>-'(-15.9〝m)　O.lmJ

823土1 m '{-IZ.Zfxm)　25mJ

ユ160士1 cm"'(-8.6wm)　　8mJ

1294± 1 cm-1(-7.7^m)　lOmJ
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Observed lines and their relative intensities of the line-ti王nable infrared

NH,laser pumped with 9R(30) TEA CO,一aser line.

Ousarlぜひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　T RANS汀1 0N

Wovel ngth Freque

{um)　　　(cm~ )　Intensity*

ォQ( )

10,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aQ(2. 2)

aQ(3.3)

10.768　　　　928.678　　　　　M　　　　　▲Q(5. 5)　　　928.7SS

IO.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ォQ(6. 6)

sp(3.0}

サP(2.0)

sP(4.1)

ll.456　　　　872.905　　　　　M　　　　▲P(3. 1)　　　　_567

王1.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=>P(S, O)

サP(5.3)

ll.7】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�"P(4,0)

サP(6,1)

sP(6,4)

ll.980　　　　8S4.72　　　　　　　　　　　　�"PCS, 1)

12.008　　　　832.778　　　　　S　　　　　▲PCS. 3)

sP(7, 0)　　　　.875

12.246　　　　816.593　　　　　S aP(6. 0)

=P(8.3)　　　807.477

12.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ォP(7. 2)

サP(7.3)

aP(7,5)

12.688　　　　788.1　　　　　　　　　　　ォP(7. 6)

は.826　　　　779.666　　　　　S　　　. iPCS,0)　　　7&0,552

P(8. 1)　　　　.316

▲ P(8, 2)

12.858777°122S震::霊778-29
776.46:
サP(8.5)
aP(8,6)

サP(9.3)

aP(9.6)

13.412745.601W▲P(9,S).7
*W : Weak　(less than 1 mj/ptlIさe)

(lroJ/pulse-10 mJ/pulse)

S : Strong　(more than 10 mヰ′pulse)
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Fig.1 Absorption spectrun of UF｡cooled bジiet

expansion (鮎f.2).

Fig-2　Experimenta1 setup for InSb SFR laser pumped with the line-tunable infrared
NH, laser.
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Fig-3 InSb SFR laser wきvelength (/zm) and output powerくrelative

ntensity * ) as a function of magnetic field (Tesla).

(*触1. Phys. Lett- 25 (1976) 603.)
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